事　務　事　業　執　行　概　要
生　活　衛　生　室　　環　境　衛　生　課
総　務　・　企　画　グ　ル　ー　プ

　　室の一般庶務、予算執行などのほか、物品の購入・出納等に関する事務の適正な執行に務めた。その他室の連絡調整を図り、業務の円滑な推進に努めた。
１　大気汚染による住民健康影響調査事業
(1)  環境保健サーベイランス調査
予算額　　１，４４６千円

決算額　　１，３４３千円
　　（特財　１，３４３千円）
　環境省から委託を受けて、３歳児（８４６名）を対象に呼吸器症状、家庭内環境等に関するアンケート調査を実施した。また、３年後の追跡調査として６歳児（８４９名）を対象とした同様のアンケート調査も実施した。
(2)　光化学スモッグ影響調査
　　　大阪府大気汚染緊急時対策実施要綱等に基づき、光化学スモッグ予報等の発令及び解除を各保健所へ連絡した。
　　　令和２年度における光化学スモッグ予報の発令は５回、注意報の発令は４回であった。

なお、被害の訴えはなかった。
年度別光化学スモッグ発令及び被害訴え状況　
	年度
	区分および発令回数
	被害の訴え

人数

（被害件数）
	年度
	区分および発令回数
	被害の訴え

人数
（被害件数）

	
	予報
	注意報
	警報
	
	
	予報
	注意報
	警報
	

	２７
	１２
	１１
	－
	０（　０）
	３０
	９
	５ 
	－
	０（　０）

	２８
	　９
	　７
	－
	０（　０）
	元
	５
	５ 
	－
	０（　０）

	２９
	２
	１ 
	－
	０（　０）
	２
	５
	４ 
	－
	０（　０）


○根拠法令  大阪府生活環境の保全等に関する条例
２　住居衛生対策事業
　予算額　　１，９７４千円
決算額　　　　６９５千円
(1)　住居衛生に関する相談・啓発事業
住居内の飲料水、室内空気、ねずみ衛生害虫、ダニ・カビ等に関する府民相談に対応した。
また、住居衛生に関する情報をホームページに掲載するとともに、パンフレットの配布等により広く府民啓発に努めた。
住居衛生に関する相談件数
	平成２８年度
	１，２３５件

	平成２９年度
	１，００３件

	平成３０年度
	８５２件

	令和　元年度
	６９２件

	令和　２年度
	４０２件


(2)  シックハウス対策の推進
「子どもにも配慮したシックハウス対策マニュアル」等を活用し、府民啓発を行うとともに、府民からの相談には、簡易測定器による室内環境の測定を実施する等、的確な対応に努めた。
また、シックハウスに係る関係各課の取り組み状況について情報共有を行い円滑な連携に努めた。
３　公債管理特別会計への繰出し

予算額　　２，５６２，８３０千円

決算額　　２，５６２，８３０千円

平成２３年４月１日に大阪府水道部から大阪広域水道企業団へ事業が承継されたことに伴い、大阪府水道事業会計から大阪府一般会計に引き継がれた企業債にかかる元利償還金、利息等を大阪広域水道企業団から収入し、公債管理特別会計へ繰出しを行った。

４　大阪広域水道企業団への職員派遣
大阪広域水道企業団の事業が円滑に運営できるよう、大阪府職員の派遣等必要な支援を行った。

	職種別

派遣職員数
	一般行政
	建築
	環境
	衛生工学
	薬剤師
	合計

	
	２
	―
	―
	―
	―
	２


職員の派遣（令和３年３月３１日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　単位（人）

　

５　新許認可統合システムの開発及び運用業務
予算額　　２５，６３０千円
決算額　　２５，３１９千円
府保健所における環境衛生・薬事・食品衛生の許認可事務に係る台帳処理を電算化することにより、生活衛生室（環境衛生課、薬務課、食の安全推進課）と府保健所でのデータ共有を行い、双方の業務の効率化、高度化を図るための新許認可統合システム開発及び運用（平成１８年度総合評価一般競争入札で調達）に係る業務を行った。（令和２年度に健康医療総務課より業務移管）
６　保健衛生関係功労者・優良施設の表彰

環境衛生行政に功績のあった者及び施設・設備の維持管理が良好であった施設を、令和２年１１月１１日ホテルプリムローズ大阪で表彰した。

○　環境衛生功労者

市町村職員　　　　　　　　　　　　　　　６４名

地域組織　　　　　　　　　　　　　　　　　１名

環境衛生業者　　　　　　　　　　　　　　　４名

団体役員　　　　　　　　　　　　　　　　　２名

○　環境衛生関係優良施設

旅館・公衆浴場・興行場・　　　　　　１１３施設

理容所・美容所・クリーニング所

